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/2
T°

而
し
て
彼
等

®

ft
«

&

へ
第
卡
.

密
世
紀
'
,

の
宗
敎

&

革
s

*
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c
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始
#

め；

て
、前
世
紀

«

,

十
八
11
1

:

紀
沄
.

あ
け
石
智

»

絕
對
隹

_

0;
,

原
.

則
，0

宣
言

.
V
J

共
'R

終
o

'

ft

の

富

^

?

''

か
••
(

,

め
如
:(
'

秦

法

®

•

せ
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'

の.:

間

：
政
一
：
治

：
_

猶

«
'^
支
m

-V
た:

の
w

、

-!
i

l

民
.'l

r

»

は
*

_

t

石
、一
,

般
袖
‘刺
益
の
擁
誰
者

ビ

見
■る
習
惯

%

形
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'

'ノ
佛
蘭
猶
革
命

®

主一
®

な
る
誤

_

樣

，名
れ
ち
の
：ニ
階
級
を
產
業
者
の
，
代

表

者

V
J

し
'て
の
役
割 

幸
勘
#

4

含

初

亦

す

る

P

,

リ
社
會
勸
事
情
は
...旣

R

變
化
し
て
、法
律
家
並
れ
形
而
止
學
者 

は
4

の
，#

割
奢
演
じ
終

0

,て
ゐ
た
の
で
あ
る

O

V

革
命
の
本
來
の
目
的
は
新
政
治
組
'織
の
建
設 

笫
1
1十

1
1卷

ハ5
0

恶
 

笫

卞

號

-
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I

v

f

e

i

l
 

祺
十
锶

取
あ
没
、法

_

家
並
代
形
而
上
學
者
の
任
務
は
單
肊
制
度
の
變
苋
を
考
案
’す
る
紅
あ
つ 

の
龜
が
ら

:^

彼
等
は
苹
命
を
有
用
妃
指
鷄
す

.6

:己

:€

は
«

來
攻
か

0

.典
の
’

で

あ

.
5

.°
- 

己
®
嫌
務
を
遂

.

0

%
得
芩
省
め
は

’

學
者
ビ
產
業
者
で
あ
つ
た

。

.

即

'■
?

>

苹
命
.遂
行
者
た 

者
は
彼
等

0

間
ふ
A

*

の
代
表
者
を
選
ぶ
べ
き
で

•

あ
つ
た

.0
こ

の

誤
«

は
要
す
る
に 

如
^

客
^

階

級

か
^

#

等

：靜

代

表

考

を

選

ん

だ

、顧

民
:•

般

の

誤
V/
)

で

あ

つ

た

。

Z

の 

,

«;
そ

の

常

然.
行
く
ベ

J

M

金
行
か
な
か
ク
次

- 0

で
あ
る
。

革
命
の
眞
の
目
的
は
新 

«

0

樹
：立
k

あ
る
.

が
、
乙
.
©

:1
.«
|

は
未
允
達
せ

&

尥
て
ゐ

a

い
、故

:R

革
命
ネ
ま
だ
終
末 

冗
p
 

S

柃
ぬ
#

あ
る
f

师
:.
(

.

'

て
#

#

k

ょ
つ
て
實
觋
せ

•

ら
る
べ
き

ft

會
は
逄
業
者
の

ム'
以

上
©

記

述
%

佛

蘭

西

史

的
^

い

へ
は
、
フ
ラ
ン
ク

族

の

ガ

ッ

ャ
：
征

服

後

ニ

'
つ

の
階 

生

1

尨
P
:ふ
征
服

#

た
' る
フ
ラ
ン
碑
鍊
食

M

p

s
if
ガ
リ
ャ
人
で
あ

^

た
o
.奴
隸
俅
そ 

者
の
代

#

相
璣
耕
及
び

.手
工
の
鏐
«
は
從
事

し
，乙

れ
ゼ
ょ
つ

て
雖
等
位
少
翎
の
金
錢 

余
癖
®

M

が

务

得
後
你
起
分

ft

奢

侈

の

た
め

^
フ
ー
フ
ン
ク.諸
候
は
多
湖
め
费
用
を
必
要

,'
'

;

J
L

、
 

^

れ
辦

^

め
核
彼
綈
位
そ

p

0

M
lc
0

lt
l
をへ
®
.ら

*

ば
衣
ら

^

か
つ
た
。

乙
の
奢

#
;は

^

た
.

三tl.

た
。
.
Z.
 

而
し
て 

る
產
«* 

選
ぶ
ベ 

故
k

革 

働
倉
a

.
 

を
讲
げ 

社
.會
で

級
が
筆

の
征
服 

t

得

た<

手

H

業
者
及
び
商
人
の

#

1

^

け
る
ft
®

性
を
%

加
し
た
。

ダ
ィ
十
二
世

-

は
こ
の
新
典

|

 

式
を

利
.：

用
し
5

ラ
，x

ク
諸
侯
を
务
の
支

*

ド
化
置

.

か
ん
ミ
し

.

た
。
.

王
は
.

彼
等
ど
結

.
t

で

|

 

棱
-

の
地
方
的
：政
權

.

を
奪
ひ
、町
人
は

_

市
の
：政

*

を
#

つ
た
の
で
、諸
侯

.

の

國

家̂-
あ

け

る

地

ル
 

.

は
^

度
た
低
下
せ
ち
れ
、ル
ィ
十
四
世
治
下
化
，
い

.

て
は
，取
に

.

常
廷
貴
族
た

.

.

る
地
#

:

を
保
.持十 

る
k

止一
i

た
V 
'

之，

の
，傲
大

■

な
5:

國
.

王
の
.

治
.

世
k

至
ら
て
、交
易
の
增
加
の
結
泶
？
し
て
一
か 

r

階
級
：及
ち

.

銀
行
業
者
が
成
立
，す

る
k

至
：
っ
.

て
、
町
人
の
勢
力
は
益
々
增
大
し
、

«

蘭
西
4

命
の

0

行
は
彼
等
の
勢
力

k

"

ょ
：つ
た
の
で
あ
•

る
。
.か
く
の

 

'

如
‘

ぐ
佛
蘭
：西
.

史
.

は
階
級
の
鬪
箏

«

11

:
'
の

.歴
史
で
あ
つ
た

c

f

r

^
, 

-■

: .
'
 

丨.

、

:

,

•

:

佛
蘭
'

西
k

 a

 

s

 

r

が
ぐ
：の
.

：如
き
重

.

喪
な
る
役
割
を
演
じ
た
サ
ン
：ゾ
モ
ン
の
產
.業
者
ま
た
は 

.

摩
業
者
階
級
名
は
：何

.

で
あ
る
か
。
'

彼
は
«

*

者
問
.

答」

矻
，
い
て
こ
れ

^
-

答
へ
て
ゐ
る

。

.

財
奄
生
摩
ず
名
抵
め
ま
た
は
欲
》
の
充
足

.

.の

.
た
.
め
.

^
、社
會
の

.

各
員
.

ほ
物
質

.

的
資
料
を
提
_供 

贫
る
た
：あ

^

勞
.
.働
す
る
も
の
は
産
業
者
で
あ
る
。
榖
物
を
作
み
、家
禽
ま
た
は
家
畜
を
飼
養
す 

る
_

失
、取
底

_

冶
_

錠
：前

|

靴
_

.
子
、布
，
.歲

^
^
^

あ
>

彼
#

は
欲
春
充
姐

:0
^

:

め
の

」

物
：質
：の
生
產

.

ま
泣
は
.便
宜

 

>

<
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供
ず

.
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も
の
で
あ
る
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初
沏
佛
蘭

.
1
1
社
會
生

«
ミ
階
紙
間
爭
說
_
. 

第
十
號
.

^
3
-
.

.

.

の
商
：碎
は
、農
类
、手

主

燊〕

者
、靡

入

ゆ

の
' 

充
^ :

け

有
)1
3

な
る
隣
級
は

.

如
何
'

な
る
社
會
的
地
：

‘

位
.

k

あ
る
'

か
。

彼
-
.

等
.

は
：そ
の
有
用
性

k

も 

拘
ら
ず
、現
在
の

_

會
代

：

あ
つ
て
は
最
下
の
社

#

階
級
を

.

構

成

し

て

ぬ

；る
，。

革

命

以

前
^

あ
‘
い 

て
：
は
、
_

_

は
^

1

階
級
^

分
た
れ
て
ゐ
れ
。

貴
族
、ブ

,

ジ
‘

ョ
ァ
ジ
ィ
、產

業

者

が

乙

れ

で

あ

る

.。

#

族
：̂

支
鋪
し
、ズ.
ポ

ジ
"

ァ
ジ
.

ィ
年
產
業
者
は
貴
族
に
租
稅
を
支
拂
は
ね
ば
な

6

な
.

か
つ
作
。
 

然
：令

^

今
日

〗

^

あ

^
.
で
は
國
鳥
は
福
 

ゐ
.

る
。

' 

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ

4

ビ
靡
：業
つ
者。
_

 

あ
る
？

ズ
：

\

ダ
B

ァ
.

ジ
ィ
は
革
命
を
：遂
行
し
、彼
等

'

の
利
益
の
た
め

.

に
、國
家
を

.

播
取
す
る
排
他

y 

的
：#

樵
を
否

.

®

し
.
.

た
。
：故
は
今
や
產

«

考
階
級
ぼ

»

_

並
^

ブ
.

ル
ジ
ョ
ァ
ジ

<

k

對
し
て
雞 

s

t

支ト
»

:

は
な
け
‘

れ
ば
な
ら
ぬ

;0

苹
命
贪
遂
行

'!
.

た
も
の
：は
：產

'

寒
者
：階

K

親
で
.

は
な
.

く
し
て
、ズ 

ル
巧
ョ
ァ
ジ
ィ
即
，

i
v

貴
：族

(

で
な
V?

素
人
並
：：糧

.

梅
を
持
つ
，て
ゐ

_

な
い
市
民
的
法

#

家
：?
金
利 

生
：活

者
^

あ

る

ド

而

し
^

、今
0

 

0

奪
VP
.

て
も
=

產
業
考
读

_

政
« :

中
^

あ
つ
て
、第 

一
一_

的
«
«
を 

讓
令
代
過
ぎ
ず
、彼

.

.

等
は
、何
鋳
の

.

*

爾
ミ
#

有
の
"

政
，：
*

を
も
有
し

‘

て
.

ゐ
.

な

いの
：：

で

も

る

？

」

乍
' 

併

、
産#

者
の

」

階
鉍
は
全

li
l

m

没

ニ

十

五

.分
の
へ
ニ「

卡
：四
；を
：*

成
し
、す
^

て
；P

富

を

：生
'

*

す
：る」

：の
：：，
 

で
、彼
；
1

は
自
然
的
權
カ

0

1

^.
:

ぉ
ぃ
て
も
、ま
た

.

.

伞
融
.

的
權
力
を
も
有
し
て
ゐ
る

°

而
し
-

て

乙

I
^

相
)£

す
る

,
識

t

有
し
て
ゐ
る
。
彼

.

等
の
弱

0
'̂

そ
の
.

刚
結
の
な

.

い
Z

ビ
^

、あ
つ
た
。

要
す
.

る
を
?

シ

乇； 

>,の
摩

業
粱
者
階
'

級
ど

S
.

ふ
の
.

は
.

：現
今

^

ぃ
_

ふ
腐
：義
な

あ
け
る

勤
：勞
；
者 

階
級

ど

い
ふ
や
!5

な
意
味

.^

あ
つ

て
、決

;|
>

て
現
：
代
®

,

マ
f

ク

シ
ズ
A

 

R

い
ふ
純
粹

I

グ
ロ 

レ
タ
リ
ぅ
の

M

味

で
、は

®

ぃ
の
で
ぁ
る
。
然
ら
ば
斯

#

な
_

解
_

を
.ど
る

意
義
は
何
處

R

あ
つ 

た
か
。

ェ.
ン
ゲ

V

ス
は
次
の
や
ぅ

^
い

ウ
て

Q

る
が
、余
：

は
，こ
れ
を

引
用
し
で

サ
ン
•シ
モ
ン
を 

論
ず
る

.

結

語

^

し
た
パ
い

£

思
ふ
。

'

サ
ン
シ
モ
ン
の

^

の
リ
で
は

_

三
階
級
ど

.

特
權
-

階
»

?

.

の
_

立
：

^

^

ビ
.の
對
立

メ i

ふ
形
を
取
つ
て
ぃ
た
。
そ
の
：怠
惰

'者
ビ
ば
、背

_

_
權
，者
ば
，.か

命

で

な

く

、
 

亦

す

、、へ

て

の

生

產
€
商
.桊

校

參

：加

し
5

い
で
、金
，.利

ば

か
3

で
生
活
■す
る
：者

で

あ

心

、̂

た 

そ
ゆ
勞
働
者

w

は
質

_

勞
働
者
：ば
か
々
で
次
く
、製
造
業
者
、商
人
、銀
行
家
な
ざ
の
«
で
あ 

っ
' 
た
。

こ
れ
ら
の
怠
惰
者
が
智
力
的
指

#
'者
、政

.治
的
支

®

者
た
る
資
格
を
朱
つ
た

乙
ビ 

は
疾
く

k

か
ら

s
v
.el
で
N
.C
*

が
革
命
，

^
i

つ
で

*

終
の
決
定
を
與
へ
ら
れ
た
。

4

^:
無 

產
者
が

.を
の

’資
格
；
fc
持
た
な
い

.
こ
士
は
、恐
：怖
時
代
の
經
驗

R

ょ
つ
て

,

明

暴

rs
も
の 

ビ

ナ
ン
.会

年

ゾ

栲

は

葛

岛

だ

0

.然

も

ば

*
.が
指
導
し
支
®
す
べ
さ
で
あ
る
か
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說
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〇
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初
期
佛
蘭
酣
社
會
生
義
孓
階
紙
闘
爭
說
ン

 

：
第
，十
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三六 

モ
：
v

k

i
れ
ば
、科
學
ビ
產
業
、そ

■の
ニ
つ
が
薪
ら
し
い
宗
敎
的
の
紐
^
ょ
ぺ
つ
て
結
合
せ
ら 

れ
.
て
- 

,
そ
れ
■
^

劳
；.敎
'改
.背
.以
後
.久
し
.く
破
.壊
、.
さ
：れ
'
て
'
.ゐ
：た
.条
敎

^

想
.の
‘
統
.
.

I
,

を
、囘
.
.復
.す
：ベ 

さ
も
の
で
あ
つ

9

、ぞ
れ
：は

#

然
k

»

«
的
に
そ
し
て
、嚴
密

R

宗

敎

政

治

的

：
な

『

新

キ

リ

ス. 

ト

敎』

で

あ
0

找
。
然
る

^

そ
の
科
學

.
V
J

ば
、學
.
者
を
意
味
し
、そ
の
產
業

€■
味
主
ミ
じ
て

.活
；
. 

動
、的

*

ズ
だ
ジ

i

ァ
_

造
—

者
、商
人
、鈒
行
家
な

^

を
意
.
味
.
し
.
て
，ゐ
た
。

今
乙
で
己
の
ブ 

k

ジ
ョ
ァ
は
即
ち
'

『

 

'穂

の

®

^

®

、
一

 

禪

の

社

：
會

的

信'任
者
に
變
形
す
べ
き
も
の
で
、を
し 

て
矢
張
々
勞
働
者
南
對
龙
し
て
、命
令

*

あ
ぅ
、且

.
つ
‘
經
.濟
的
に

も

特
權
あ
る
地
位

k

置
か 

る
：べ

&

:
で
あ
つ
た
。ン

'

•

乙
.

の
考
，へ
は
：精
密
化
フ
：ラ
ン
ス

t

時
'

の
狀
]1

、耶
ち

*

*

*

が
#

て
★

た
ブ
ル
ジ
ョ 

ァ
、シ
ィ

v
j

フ
P
.
レ
タ

J

ャ

の

對

ネ

が

始

め

て

、發
，生

し

か
.

け
た
.

V

J

い
ふ
狀
態

k

適
合
す
る 

も

の
で
あ
っ
た
。

然
じ
、ナ

f

乇
シ

が

特
k

重
き
を
置
い

^

の
.

は
、次
の
一
事
で
あ
る
。
 

即
ち
彼
が
到
る

.

迄

乙

ろ
k

あ
い
.
ir

、何
も
の

R

.

も

增

し

て

心

を

引

か

れ

る

の
：：

は
、

『

最
%;
多

救
 

で

最
7

^

貧
.

困

な
.

階

級』

の

運
.

命

で

ぁ
:6
|

(

註
3

_

^

 

,

'

|

_

督
1

0.
:

刊
：行
後
四
：十
八
：時
，間
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葉
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.
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.
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；
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.
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ど
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.
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る
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；
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.
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萍
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史
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史
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が
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を

#

#
 

す
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含
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^
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舰
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る
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。
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\

r.
ァ

,
k
.ょ
，れ
ば
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類
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k
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る
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で

ぁ

る
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而
し

て
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孽
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進
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づ

舊

M
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し
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の
残
墟
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上

S

ら

し

s
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級
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社
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組
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設
せ
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.、。
 

な
る

»
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時
代
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批
判
的
解

m
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時
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に
ょ
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機
的
時
代
の
特
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か
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べ
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は
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を
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判
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時
代
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追
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鐵
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史
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；
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；
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落
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：
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ダ
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。
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.
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世
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。
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滿
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ォ
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猶
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阐
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縛
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。
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。
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あ
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菸
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.

致
の
’態
様
を
な
し
て 

ゐ
V

7

炎
敗
ル

:®

で
，あ
◊

產
M

的
方
II
.k

あ
い
、て
は
、組
合
制
度

^

あ
け
る
'
‘

練

|

で
あ
つ

-/
2

。
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.
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蹦
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。
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受
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史
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史
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を
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を
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。
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す
る

こ
で

が
有
利
で

あ
る

ゼ
悟
る

k

至
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搾
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猨
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篇
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.
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す
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。
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‘一
企
；業

統

制

の

地

，位

^

置

か

る

、
の
は
、そ

の

人

の

勤

勉

^

あ
ら
ず
し
七
、彼
が
資 

本
家
爻

/2
は
地
主
の
相

續
入
，で
あ
々

S

い

ふ

'事
情
1

1

い
。

生

產

のm
r

m

i

m

M
 

家

v
j

熟

棒

象

R
あ
ら
ず

し
て
、こ
饵
を
決
定
ず
る

 ̂

 ̂

®
 

 ̂

^
 g

之
#

本
家 

ミ
地
虫
の
追
究
す
る
：

ビ

乙

ろ
は
、全
體
の
利
益

.

k

あ
ら
ず

L>
v

、全
く
彼
等
肉
身
：

の
：利
、

潤
k

あ
，
る
o
 

即

ち
彼
|等
の
念

e

す

，る

ど

る

ろ

は

、努

働

者
g

生

産

し

た

.生

^

物
；か
ら
'出」

來
：る
.だ

け

多

く 
0

餘

：
 

0

t

獲
得

せ
/L

ビ
す
る
に
あ
る
？

小
作
料
、家
賃
、利
子
は
：

す
べ
：

て
の
富
の
眞
の

生
產
者
た
る
勞

. 

傭
者
か
幸
.運
な
る
土
地
及
び
資
本
の
相
績
者

k
支
柳

i

貝：物
せ
 

而
し
て

今

日

の
 

經
濟
制
度
に

•

い
て
は
、す
ベ
て
の
方
：而

k

食
.
け
る
-

自
由
放
：
.

任
：主
：義
：0

行
：は
れ
，_る
，結

桌
ビ

し
て
、
 

す

へ

V
.

の
人
^

對
す
る
す
べ
て
の
人
の

®

る
ベ
钱
競

#

.

を

招

致

し

そ

の

結

：果
^
し
て
可 

等
の
經
濟
的
訐
畫

も

m

け
れ
ば
、經
濟
的
各
部
同
間

^

.

あ.
け
る
酬
和
も

#

洽

タ

ご
、
 

M

#

[H
J

R

お
け
る
均
衡
の
：破
壊
：

.

は
恐
«

を
惹
起
：し
、經
»

故
發
展
は
：阻
-

善

每
^
 ̂

0

.

で
ら
：，

■
will: 

i
m

る

。 

' 

. 

' 

-:
;

.

:

::r 

f
.
;
-
.
.
.

■
. 

.

か
く
の
如
き
社
脅
的
認
.
,
の
土

 

R

立_

つ
て
^

ザ

-0
水

は
暴
會
改
.

遛

：の)

»

畫

を
®

:

出
す
る
の
' 

で
あ
' 

る
。..
乙
の
點
は
本
論

.

^

«

,

接
關
：係
が
な
い

.

の
で
猶
略
そ
る

ぞ̂

,

,

.

.

五
:

'
 

-

.

,

ゾ
 

パ

,
?
、

:

‘ T

フ
ー
リ
チ
の
最
大
な
る

S

祉
會

S
®

史
ド
關
.

す
る
彼

^

の
解
釋

^

あ
る
/

乂
エ
ゾ
ゲ
火
ス

)

 

S
1
H
O
;

吾
々
も
ま
た

乙

の
敷
か
ら
始
め

^

け
れ
.

ば
：な
へ
ら
g

o

;

"

乍
併
、フ-
ゥ
リ
エ
は

«

會
の
歴
史

：
. 

V

J

も

0

て
W

獨
の
運
動

^

考

，へ.
た
の
で
は
な
；い
：。:.
:

'

そ
ゆ
宇
宵
運
動
の

..

つ
で
あ
る
。

‘

こ
の
，宇 

宙
的
運
：
■

は
四
0

.の
部

^
R

,
分
れ
て
 

'

ゐ
.

る
o

社
會
的
運

.

動
、動
：物
的
運
動
、有
機
的
運
動
、物
質
的 

運
動
で
：あ
る
。

故
^

彼
の
處
女
作
低

「

四
運
動
の
理

p
Q
^
o
r
i
e
;
d
e
s
:
q
u
a
t
r
e
^
o
;
s
^

 

い
つ 

^

6

 

ニ
ュ

ク

ト

ン.
の
'

的
カ
.

法
則
の

«

晷
«

來
、物
質
的
運

'

動
の

「

法
則
の
，み
が
，解
即

^

P

ぁ
る
.

が
、社
會
形
：態

'
.

並
；に

«:

會
的
機
構
の
一
發
達
に
關
す
る
社
會
的
迦
動

‘

の
.

法
則
、す
ベ

$

の：生 

物
R

あ
け
る
衝
動
双
び
本

fi
g

の
分
布
作
關
す
る
動
物
的
ま

/2

は
本
能
的
運

.

動
の
法
則
、す
ベ

' 

て
. 

0

M

生
物
fc

%

け
る
，
特
ft
、形
態
、色
彩
、音
調
等
の
紙
：織

k

關
す
る
に
有
機
的
缒
動
の

>

法
則
、こ
れ
：ら

。
 

の•
も

s

ば
未
だ
發
見
せ
ら
れ

f

 

a

漆
s

;0

而
し
て
.

フ•
ク
リ
.

エ.

は
後
に
至
つ
て
、第
五
の

「

運
動
：を
：
 

:

第.
ニ
十
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ニ
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佛
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階級
.

闘
#

說) 

第'十號
 

I

'

.
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鮮

丨

.

發

p
し

ナ

.

そ
れ
.

は
.
'

電
0

0
k

磁
贫
の
や
ぅ
な
自
然
力
の

.

人
間
.

，そ
の
他
の

.

動
物
^

及
ぼ
十
作

' 

用
^

關
す
る
運
動
法
則

.

で
あ
，る
。

.
フ

ゥ

ッモ
ヵ
乙
の
内
を
の
生
：

#

の
研
究
課
題
ど
し
た
も
の
は
、社
會
的
«
動
の
法
則
で

あ

る
。
 

，
は

芯
-'
0

.

湖
究
の
孤
礎

V
J

し
て
、人
間
本
能
の
：心
理
的
解
剖
を
行
つ
介
。
而
し
て
、人
間
本
能
の 

自
由

M

る
發
展
が
補
土

 

.の

生

活

の

調

和

购

形

成

化

達

す

ベ

さ

も

の

な

.の
で
あ
る
。

か
く
の
如 

会
体

■能
：：

は
十
一
一
、
あ

.

る
。」

ふ
間
及
瓦

®

k

照
應
す
る
感
覺
的
充
足
ド
そ

.

の
，兹
礎
を
置
く
五
つ
の 

本
^

^

^

は̂

侈
の
^

.

-̂
#

^

た
:0

乙

、

で
、味
覺
、感

«

、視
覺
、聽

'

覺
*

喚
«

が
、例
へ
ば
健

«

^

 

ょ

Q

 

5

介
.

*

說

タ

て
流
足
さ
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、富

k

ょ
る
.

本
能
の
で
足 

は
一
充
分
：
S

く
評
價
す
ベ
名
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
、す
ベ
て
の

—

の
笫
；
.

k

位
す
る
も
の 

は
.

物
質
的
自

_

で
あ
る
ー
か
冬
、富
：诊
幸
福
の
第

」
源
枭
允
か
ら
で
あ
气

次
の
四
つ
の
本
能
は
圈
體
形
成

^

向
ふ
も
の
で
あ
る
。

故
^
フ
ゥ
リ
エ

は
乙
れ
を

「

|1
1

體
.の 

本
?

稱
し

介
。ハ
個
々

ド

乙

れ
t

 %

へ
ば
、友
情
の
本
能
、愛
の

.

本
能
、
優
，
越
の
本
能
、•
族
の

本
能 

で
あ

々

A
撺

Q
.

小
.

社
.

#
團

の：
形
成
.

は
み
な
こ
の
本
能
の
結

*

で
.

あ
る
.。

以(

上

力

つ

の

：
本

能

を

調

和

す

る

た

め

k

は

、
本

能

集

》

の

配

置

を

形

成

す

べ

き

三

つ

の

本

能

が
活
動
す
る
。
故
に
フ
ゥ
プ
エ

.
は
i

n

‘
^

「

ff
i

置

.の
本
能

」

'己
稱

.し

/s
o

配
置
ビ
は
、種
々

.な

.
:̂
.
上 

下
の
階
段

k
排
列
せ
ら
れ

.て
ゐ
る
集

.

_

の
：
結

，
合

で

あ

る

.
。

而

し

.て

»
:
置

を

：
形

'
成

；.
す

る

三

_
つ

の

. 

本

能

'
S

、
競

I

I

.
代

ミ

以
上
十
二
の
本
能
：の

*

:

同
.

：作
用
が
、本
能

.

の
調
和
を
作
う
出
す
の
：

.

で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
は
、
 

f

の
本
能
の
活
動

^

お

S

て
，
1

本
能
の
發

M

が
他
の
す
ベ
て
の
本
能
の
發
展
ど
な
る
や
う
な 

均
衡
狀
態

V
J形
成
せ
，ん

i

ど
を

0

ひ
の
で
あ
る
。

吾

：々Q
:

目
■

的
：は
相
互
に
作
用
す
る
本
能
の 

t

踐
的
組
織

.

を
.

形
.

成
し
な
：
.

力
_

ら
f

ノ々
.

の
本
能
.

■?
:

糾
JE

せ
ざ
る
.
.

や
.

う
k

す
る

M

 

W

R

.

.あ

.

る
0

か
'
:
. 

く
の
如
く
し
て
遂
は
は

#

本
#

生
活
^

あ
い
て

«

人
は
そ

0

«

々
の
利
益
を
追
究
し
な
が
ら
、
 

そ
れ
に
ょ
つ
て
、全
：體

.

の>
利
.

_

を
增
.

進
す
る
や
う
な
調
和
が
實

_

:

せ
ら
.

る
：
}

而
し
て
現
在

^

 

梦

S

 

.て
、地
土

^

行
は
れ
る

ビ

こ

ろ
が
、
«

和
の
反

■

•

で
あ
る
ど
す
れ
ば
、即
ち
人
々
は
充
，た
さ
れ 

ざ
:5

欲
望
ど
本
能

^

_

有
ず

*5
^:

す
れ
ば
、そ
は
明
か

^

-

1

の
«

惡
.

で
あ
る
。
而
し

V
、

こ
の

乙 

v
j

は
人
間
の
社
會
が

.

.

誤
.

れ
る
.

組
：：

織
.

の
上
k

.

迸
.

設
せ
ら
れ
で
ゐ
る

乙

ビ

を
立
證
す
る
。

フ
ゥ
リ 

.

エ
は

N
T

の
見
地
か
ら
す
ベ
て
の
歷
进
的
社
會
形
態

k

對
し
て
•

銳
s

_

批
.•判
を
與
へ
て
ゐ
る
の
で 

あ
.

る
.

が
、彼
が
_

笑
.

的
k

「

文
®]」

v

い
つ
て
ゐ
る
市
民
的
社

#

^

對「

し
て
は
最

.

.

も
激
烈
な
る

'批
： '

評
，，

-

笫1
1

十
二
：卷

(
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1

三
：

V

一
丸)

V
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刺
则
佛
做
西
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主
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階
級
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叫
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與
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で

ゐ

る

の
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あ

る
。
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.
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-

タ
ゥ
:̂
:

モ
は
人
.

類
0;

生
命
を
八
萬
苹
ど
推
算
し
、海
物
は

'

流
轉
幸
る

.

ご
い
ふ
立
場

^

立
つ
：て
、

乙

の

全

體

を

幼
#

期
、全
«

期
、表

退

期

、沒

落

期

の

四

つ
^

分
ち
、®

ら

运

乙

の

八
®

年

い

て

、
 

人

類

は
H

十
六
の
時
猢
釔
經
週
す
べ
き
も
の

V
J
.

見
た
。

そ
の
第

.

一
期
の
表
を
、彼

^

從
っ
て
揭

<"
れ
ば
、次
の
如
ぬ
で

&.
る
0
' 
:
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-

,
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.

.

.

.

.

.

:
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食
：
0

第
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：
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:

.

-
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:■
.

.

.

.

'

r
K
-

人
類
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座
以
前
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k

業以前の時代

.一一
：
原
始
時
0

'デ
ン)

.

ニ
蒙
味
ま
た
は
不
活
働
狀
態

三
：家
長
時
代
：
小

 H

 

業
:;
. 

• 
:

:•
■:

.
 

.

:

'
:

四
.野
®
時
代
中 H

業
'

, 1,

■

.

•
:

五' 
'次
明
時
代

:

.大工.業
 

■

六
保
證
#

代

平

組

合

•

:

七
‘

組
合
時
代
単
純
紐
合
'

:

八
'.
:

調_

時
代」

複
合
組
合
.':
'

:
?
'
:

■'
.

不
愉
快
：な
る
分
割
產
業

愉
快
な
る
共
同
糜
業

|

「

鐘
沏
及
び
そ
れ
，

'̂

次
ぐ
時
代

.

を
揭
げ
な

W

の.
は
、我
.

々
は
.

現
世
^

お
い
：.
て
、第
八
期
以
上
：̂

美 

る
こ

£
が
出
來

S
い
か
ら
で
ぁ
み
、且
つ
を
の
，第
八
期

i

:

、

g

 

0

の
.
'

禪
在
の

II
:

:

會
狀
態
^
比
較
す 

る
ど
き
：は

*

無
限
^

幸
福
.

な
：る
時
期
だ
か

‘

で
ぁ
る

」

？
而
.

し
て
、各

«

は
_

尺
數
：個
の
階

'

段

^;
分 

た
れ
て
ゐ

.
る
P

例
へ
ば

®

明
：時
代
の
如

&

も
、發
_

風
»

動
の
.

時
期
：
5

し
.

て
、幼
.

年
期

(

第
：|

期)

少
，年 

w

c

m

;

ニ
甘
-

ハ

)

を
$

 

K

-
 

K

ら
は
全

#

:

»

與
ち
{

元
#

せ
る
時
代
代
入
九
次

'̂
:

退
.

渉
：的
變
»
の
時
期
が 

始
ま
る
。
即

ち

戕
..年如

»

-

ー
 

期)

及
，び

老

年

期
：(

第
四
期
孩
至

0

:

て

、
沒

_

し
^

、

「

保
證
0

時
.岱
ド 

み
の
で
ぁ
る
。

要
す
る
.

場

々
0.
:

運
命
は
：翁

ひ
^

あ
；る
。

す
ベ
：て
，

0
:
.

社
會
的
時
期
は
'上
の
時 

代
へ「

ビ

進
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら

g

r
蒙
味
時
代
は
文

.

叽
_

代
#

#

ふ
ベ
‘ 

&

で
：あ
う
、徐
々

S

し 

て
乙

れ

t

成
し
遂

®

，

乙

ど
は
自
然
の
願
望
で
あ
る
。

.

而
し
て
文
明
時
代
は
保
證

' 

の
時
代
へ
、
 

保
證
の
賜
代
は

m
=
r

純

組

合

へ

進

む
乙

ヾ

」

は
.

自
然
：の
願
®

で
あ
：う
、他
の
.

時

代
^

つ.

lr
て

も

^
う 

で
あ
る
。

乙

の
乙
，

<

 

味
、時
代
中
の
段
：.喈

代
^

い
：
て
，も
；同
じ
で
あ
る
。.
.

第
一
は
第
一
一
k

、第
二
は 

m

M

it

、
第

一

一

一

は

第

四

：、
第

四

：
ぼ

過

'
 

渡
狀
態

0

進
«

ゃ
,

9

に
、繼
‘

續
し
て
必
然
的

k

進
む
の
で
あ
る
。
 

も
し
_

會
が
.

餘
-

0

,

に
：提
ぐ
、
|

時
代
；贫
た
：
は
：f

段
階
k

止
.

ま
る
：
ぬ
き
は
、溜

水

W

同
-

じ
や

う

は

腐
. 
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‘
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中
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並
k
衰
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期
に

梦s

て
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會
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一
を
實
現
し
、逆

0 

て
人
猶
幸
職
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時
代
で
ぁ
る
斤

,

乙
”

の：兩
期
は
他
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期
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沒
落
期

k

比
し
て
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の
繼
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七
倍
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長
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達

す：

る
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あ
ら
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す
る
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力

X

ト
が
囱
然
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今
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て
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球
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將
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に

i
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:

ふ
沒
落
を
い
つ
た
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ぅ
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彼
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‘

史
觀
察

^
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い
て
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類
の
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來
し
^
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つ
た
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で
あ
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乍
併
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人
；類
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未
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則

^

ゐ
る
ぬ
過
ぎ
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。
人
類
社
會
の
形
成
せ
ら
れ

.
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か
ら
.七
千
华
を
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過
し
た
に
過
ぎ 

ザ
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,
«
が

ら
f

惱
へ
ご
變
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轉
し
て
、僅
か
に
文
明
時
代
化
逄
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た
に
過
ぎ
な
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明
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代
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會
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評
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時
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い
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、內
的
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外
的
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齎
ら
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や 
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ー
人
技
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し
て
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る
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.
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し
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:
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し
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能
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能
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梁
か
ら
、す
ベ
て
ゆ
本
能
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.
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織
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す
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意
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ら
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狀
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す
る
關
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.
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る
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快
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:
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狀
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の
：弱
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商

業
^

あ
：る
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/

:

®

來
商
■
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仅
關
し
て
は
鹹
千
绻
の
著
述
：が
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は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

^

が
、傭
人

^

商
業
^

*

柳
が
健
全
な
る

:^

問
の
现
性

^

反

も

て
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ミ
せ
を

^

摘
し
て
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^
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會
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^

不
生
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.

代
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せ
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め
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.

る
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不
生
產
的

_

理
者
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は
商
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で
あ
る
。
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農
業
者
、エ
業

.

の
所
布
者
の
：や
ぅ
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す
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.て.
の
實
爾
的
階

»

及
び
.

政
府
す
ち
が
、
■

第
ニ
義
的
階

*

で
あ
つ
て
、彼
等
の

«

«

者
、被
委
任 

者
、褪
'

免
し
得
、賢
任
を
有
す
べ
さ
代
堋
者
た
る
べ
き
商
人
階
級
祀
支

g

せ
ら
れ
て
ぬ
る
。，
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お
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て
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商
人
階
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.
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す
ベ
て
の
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的
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で
あ
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璐

.

五
〇

财
孝
奪
ど
了
解
の
上
で

®

.

占
會
社
を
殺
立
し
て
、す
べ
て
の
小
財
産
家

.

を
陶
業
奴
隸

ビ

し
«
合 

的
'

勢
力
に
ょ
つ
て
、す
ベ
：で
の
生
靡
：の
支
配
者
た
る
地
位

k

.

達
し
た
。
か
く
て
小
財
產
家
は
彼 

.

等
9

 

k

め
k

®

取
*

,

名

、
。
一
要
す
る
：
:^

商
寒
的

'

結
：合
^

上
^

«

1

2:
'

置
_

く
翁
.

ら
し
:̂

對(

肆： 

制
度
が
樹
立
せ
ら
れ

.

お
の
沧
あ
る
。
：乙
の
封
建
制
度
は
自
ら
を
國
家

$

同
一
視
し
、す
べ

'
t:
:̂ 

市
'

民
を

し

■-
€
商
業
的
：獨

占

k

屈
從
せ
し
め
、商
業
自
由
の
原
則
，を
廢
し
た

.

の
で
あ
る
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,

産
業
の
發

f

 

■

、民
衆
の
貧

_

も
ま
た
.
.

增
加
す
る
。
商
業
利
潤
獲
得
の
努
カ
は
、熱
帶
埤 

方
を
黑
色
奴
隸
を

i

つ「

て
被
^

、溫
帶
地
方
に
あ
い
て
は
、產
業
的
牢
舍
で
あ
る
工
場

^

白
色
：奴
；
 

隸
を
追

a

込
む
k

至
つ
た
？

か
く
の
：如
さ
を

Z
ろ
ic
,

何
の
正
義
が

#

:す
.：

る
.

が
：。
自

FI
1

:

は
：幾
度 

か
叫
ば

れ
、且
つ
與
へ

も

れ

た
。、
然
も
を
は
政
：治
的
：自
由

)

で
あ
る
o

铜
併
、®

®

な

る

乙
ビ

は
、政 

治
的
.

：自

凼

で

は

な

く

し

そ
«

え

た

る

V
j
V

食
す
る
'

を
.

得
る
が
如
さ
物
質

■

的

自

由

：で
あ
る
。
.
今 

旧
R

為
か
て
は
、財
靡
を
有
し
、常

^

職
を
有
す
る
も
の
、
み
食
す
る
こ
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る

<

 

生
活
.

め
龜
礎
で
あ
る
勞
：働
を
保
證
し

V

 

Z
そ、自

tt
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を

與

へ

た

も
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ひ
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あ
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。
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等
實
質
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な
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；幸
：福
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ら

冷
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て
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意
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の
：政
治
的
自
曲
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を

:0
內容ぐ七

す

る
自

_

、
m義

社
.會

を

かv
の
へ
如
会
狀
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ら
救)

濟
‘す

る

z
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乙
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は

出

來

な

ぃ

の

ャ
ぁ
A

,

'

そ

は

民

栾
k

保

最

の

幻

想

を

與

へ

た
R

過

ぎ

な

S
、

そ
の」 

式

セ
あ
, 6

代

識

威

治

は

、粗
S

の
^

減

を

主

た

る

目

的
.

を

も

つ

て

行

は

れ

た

；
の

で

あ

る

が

、そ 

反
^

H

雜
桃
^

翁

如

し

. »

稿
t

赠
大
せ
乙

，
め
た
に
過
ぎ
ぬ
。

爾
む

て

、
文明
：：國

家

の

藤■

は

、一
 

在
に
あ
い
て
は
鋭
鄭
ど

«

囉
ぐ」

^

#

す
^

の
'

で
あ
る
。

鍊
劍
ビ
値
饿

v
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を
も
^

亡
す
る
支

」 

ド
仑
の
迦
碰
を

®

ベ
の
で
あ
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.
:

,

フ

リ々
エ
は

双

上
の
や

う

R
、il
典
を
見
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代
を

批

判

し

た.0
彼

の

®

^

観

は
®

だ

空
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で
.

あ

る

が

彼

が
Ml

會

の

繼
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0

動
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を

萬
■

は
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轉
す
る
で
い
ふ
立
場
か
ら
主
張
し
た

乙
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ま
近
代
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會
k

あ
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全
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會
R

對
し
て
階
級
的

支
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行
つ
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ゐ
る
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ふ
'»
/

^
つ

lr
て
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の

首

肯

^
#
.る
ミ

こ

ろ

で
あ
る
。
た
く
彼
の
近
代
社

#
の
解

^
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ッ
 

の
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务
の
护
摘

^
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1

'

は
し
く

^

き
®

身
階
*

の
性
;«

を
の
*

瓦
-

間
.

の
闘
爭

^

つ
い
て
の
、認

“

 

は
: ^

し
て
充
吩
ど
か
ふ

乙

ゼ
は
出
來
な
い
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こ

の

點
.^
お

い

て

位

階

級

關

帶

を

中

心

く
し
> : 

■

史
她
>

樹
立
：：し
た
サ
ン
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シ
キ
ン
は

#

k

義
る
X

い
ユ
乙
ビ
が
出
來
ょ
う
。
蓋
し
、フ
ゥ
リ
一 

の
#

^

、王
義
的
出
發
勲
亦
集
へ
圓
ズ
し
て
の
階

'

級
.

瑰
.

象
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碯

^

認

識

す

るz
V
Vを
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げ
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あ
ら
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V
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c
t
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c
o
n
s
i
d
e
r
a
n
t〕

^

つ
い
て

數
言
を
费

3

ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
フ
ゥ
プ
ェ
の
：學
說
を

S

も
ょ 

く
^

^

^

4

せ
し
め
た

1

人
で
あ
る
。
，被
は
そ

0 :
名
著
ft

會
運
命
論

」
(
G
e
s
t
n6
e

 

s
o
c
i
a
l
e

 

I
S35

-

 

i
8
4
£
^

あ
い
.
て
フ
ゥ
，ッ

.ェ
の
學
說
を
祖
靠
す
る
ぐ」

、
も
、

^

、多

數

の

藉

述
k

お
い
て
、ブ

ゥ

ッ

H
.

 

主
へ
義
を
宣
傅
說
朋
し
て
ゐ
る
>

 

而

し

て
#

の
學
哪
的
.

貢
献
：仗
®

^:
:,
:

7
 

キ

故

っ

て

、!-
|

:

俞
：
 

問
«

を

研

究

し

介

勦
R

#

す

る

の

で

あ

る
-:
-0

_
•«
そ

g
v

邮
ビ
冏

-1
:

く
、®

代
の
ft

會
k

.

お
：
け

る
 

潘
遛
を
逾
要
視
し
、商

i

業
：̂

斷
し
て
限

4

な

.̂
:»

寧
を
感
じ
た
の
で
あ
つ
た

0

而
し
て
、乙

0, 

社
會
的

0

惡
t

織
IE

す
る
も
の

“

は
炎
ぐ
平
和

.

的
’

な
る
資
本

V
J

勞
働

V
J

才
能

V
J

を
結
合
せ
し
め 

る
組
合
を
組
織
す
名

k

あ

p y

し

な
し
.

|2
の
で
あ
つ
た
。

コ' 

V

シ
テ
ラ
'

ン
の
傭
史
的
考
錄
は

^

代
忆
始

^

り
て
?)
.

^

。
潘
猶
社
會
は
暴
カ
を
原
則
並
：
 

k

.

法
雜
ビ
し
、戰

0
を

政
治
'

ど，し
、
®

服
を
目
的

W

し
*

奴
補
制
度
を
も
つ
：
て
、經
濟
糾
織
ど
し
：̂

。

傲
k

奴
.

隸
は
經
濟

,]«

を
生

)

產
し
、自
'l
±

i

民
は
乙
：れ
を
消

®

し
た
。
從
つ
て
奴
隸
の
所

^

數
の
大

. 

W

は：動
質
的
幸

.

.

の
如
,

の
決
定

#

ら
る

、
ビ

乙

/?

で
あ
つ
た
の
で
、す
ベ
て
の

1

♦

の

目
ぬ

は
奴
'

寒

の
*

相
化
あ
つ

/2
W

ち
最
も
殘
忍

.

k

し
.て
录

も
；.

野
擊
な

‘

る
、然
か
も

最

も

完
全
な
る 

形
f

#

k

お
け
る
人
間

^

ょ
る
人

.

間
の
揽
取
，が

.

行
は
‘

れ
て
ゐ
释
の
で
あ
る
。

「

封
卿
制
度
も
資
た 

相

服
の
結
果
で
あ

.

っ
た
。
そ
は
極
め
て
組
織
化
せ

 

'ら

れ
/2
«

服
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
主 

.

な
4

事
業
ば
戰
牵
で
：あ
が
、從
.

っ

て

服

の

原

始

、的

特

權
3r

神
.

聖
な
も
の
ど
し
た
。
そ
の
經
濟 

f

i

.

織
ぼ
奴

$̂
k

代
ふ
.

る
k

Ms
'

奴

0

度
を
も

o:

て
.

o

.

た
0:

で
.

あ
-

る
'

け
.

れ

,/レ
も
、人
間

k

ょ
る
'人

|® 

の
朽
取

./
2

.
5.
ic
s-
6

.

は
な
か
っ
た

o

而

し

て

、
し

の

農

：
奴

制

度

は

：
一

へ
七
八
九

‘

年
'

の-
革
命
k

い
た 

る
ま

爷
盾

然

ビ
佛
糜

.

西
'

k

*

在
：L>
た

。
'
.
而
.し

て
、
趣

督
敎
の
普
及

.

も
ま
た
封

#

的

：
階

.
級®

度
：の 

要
求

^

顺
應
せ
る
程
度

^

過
ぎ
な
か
っ
た
。

1

事

®

2

ぃて、«

服
者
_

の
子
孫
で
あ
る
貴
族
：は
 

ロ
ド
は

_

督
_

敎
的
»

愛
0

敫
義
：を
唱
：
へ
て
ゐ
た
の
..

で
は
あ
る
が
、す
べ
て
の
平
段

I

の
足
.：卞
 

ド

抑
«

し
た
。
要
す
る
：

k

封
建
、時
代

0

精
神
ミ
法

#

v
j

は：貴

•
的
：：！
！

神
並
'

^

法
：#

で
あ
っ
た
。
 

而
b

 

\し
’乙

の
精
神

S

法
#

k

は
、幾
：多
の
社
：會
的
進
，步
k

も

拘
ら
•

ず
，
一，
七
八
九
半
の
苹
命
け
ぃ 

だ
る
-

^
で
佛
爾

|¥
_

_

在
し
た
の
で
あ
つ
だ

0

■

::
.

.
1
.

七
八
九
部

.
の.革
命

s

、
i

に
、新
ら

' 
し
ド
社

.，
組
織

.
が
現
’
'は
れ

た
o 

,エ
業
ゼ
科
學

0

勃
典 

^

ょ
っ
て
刹
趣
制
庳
の
拘
束
ば
完
全
に
排
除
せ
ら
れ
れ
。
智

_

が
.野
蠻
’な
.
る
暴

*

ほ
；勝
：#
を 

卷

C

S
 一
 m

韧
则
撕
跑

i

l

s

f階
S

S

 

第

卜

號

一

，



:
s

f
 

ニ

卷

(

ー
ー
ー
ー
ー
一
八
y 

:

初
期
佛
m
西
社
會
虫
義
ミ
階
紙
闘
欺
說
ー,

.

'̂
ヤ
號
.

IL『

_

1

、す
ベ
で
ゆ

T[
J

;

a

の
_

律
の
前

^

お
け
る
平
和
が
認
め
ら
れ
、而
し
て
百
年
の
長
き

-̂
渉
つ 

て
紫
ま
，执
て
な

^

國
：民
代
表
權
は
實
施
せ
ら
れ
，立

.

主
義
が
勝
利
を
獲
得
し
た

.

。

か

く

の
如
' 

く
做
凝
西

*

命
^;
*

福
す
ベ
き
作
用
を
な
し
た
。
乍
併
、乙
の
芾
命

.

は
た
r

Tf
f

民
：的
社
會
を

「

今 

9

政「

治
：的
方
而

k

，.
今
げ

a：
-

:

改
：苹

#

み
；を
#

_

3

七

)

、同
_

■̂

*:
ネ
て
經
濟
的
方

15
1
^;#
け

る
改
革
を
遂
行
し
な
か
つ
た
の
で

&,0

た
。

'

ゾ
紙
合
制
：度

‘

の；臌
.

业
#

業への
.

自
_

_

 

k

南
rl
l

競
爭
の
，
«

保
に
ょ
つ

.

て
從
來
行
は
れ
て
ゐ
た

' 

特
，
 

構

ヒ

勝

匁

和

己

ど
.

に
ょ
.

つ
て
；、贫
だ
#

ら
'

し
，い
，封
_

«

度
：が
形
成
せ
ら
る

.

、
達

：つ
た
。，
軍
：事 

的
_

服
6

代
ふ
'
.

姿
は
、輿
準
的」

®

服
が
；行
は
H

ソ
る'
。.

封

建

貴

族

に

次
s

'

て
«

0

:

た

も

の

は
»

_

 

的

m-
m

で
あ
る
'。

而

し

て

そ

ゅ
貴
族
.

稱
：號
：た

る

も

の
ば
資
本
で
あ
る
。

Z
;
の
封
建

制

K

^
あ
 

ぃ：，て

7
P、

弱
.者

^

il

す
$.

强
者
の：

滕

利

が

行

は

れ

る

。：
勞
.

働
#

は

.
：
資

：
本

の

：
，隸

S

者
で
あ

6

、無
資 

库
者
味

I

由
.
_

競
爭
の

*

牲
者
：で
あ

.

る
。：
H

_

而
じ
' 

て
録
：电

E

#

:

_

*

»

*

0

_

^

^
if
&

L

、lni

_

 

ド
小
.

藤
業
を

®

'

迫
し
、榮
鈒

.

の
値
下
へ
を
，伞

■

家
运
强
耍
す
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
、市
民
的

*

 

會
ば
-

:

つ
の
敵

^

せへ
4

陣
營
代
分

—

す
备
。：
':
;

_

_

者.
.は

：：

本
な
る
.

：程
：度

^

お
い
て
、雜
權
を

.

有
し
、
 

太
_

數〔

举
味
何
等

」

の
財
享
樂
品
：起
も

■

有
一
し
.

な
い
の
で

.

あ
る

。

:

.

'

故

k n. 

Z 

デ̂

5 : \

はを
：#

著「

社
，
會
.主
義
原

.理
、第
十
九
谁
紀

_

_
主
；義
：宣
言

」
(principes 

du: 

socialisme, 

Man"feste 

de 

la d
,
o
c
r
a
t
i
e

 

au 

X
I
X

 

Si6clev

の
.么则へ編中

^

S

o.
て
ゐ
る
。

「

產
業
的
向
出
ど

S

ふ
名
許

A

で
、其

*

恐
ろ
し
く
不
平

«-

な
條
.
.

件
の
.
' 

下
^

行
は
る
、
此
闘 

#

 

q

散
'

一；
の
結
：果
は
，ブ
：
ロ：
レ
：
タ
リ
：
ャ
が
^

%

集
合
.

的
»

層

驮
_

;

^

陷
_

す

る
乙

ビ

P

あ
る

(
 

是
，ざ
全
く
同
#

^

,

不
可
杭
的
な
筋
ニ
の

「

«:

果
は
ボ

/]
>

»

肖
巾
小
丰
員
、巾
4>

自

業
が
巨
大
な
：
 

る
財
産
.

の
®

力

ど

大

瓶
5

.

寒

の
E

大
な
る
-

%

®

e

作
め
>

急
：速
R

潰
滅
し
つ
、
あ
る

>

，も 

で
あ
る
。
そ
の
部
門
の

」

如
何
を
問
は
ず

»

際
^

‘
.

ぉ
い
へ
で
、大
：資
本
、大
企
_

は
小
資
本
、小

'

企
.寒 

を
歳
す
る

0

蒸
汽
、機

«

、大
.
.

エ
：場
は
、を
の
現
’

ば
を
：ベ
ゃ
、到
：和
^

乙

/?
で
中
.

小
製
.

造
場

t
-
0 

な
<:
•

滕
倒
し
て
仕
舞
；つ
た
。
是
等
の
，

も

の
が
發
、生
す
る
ミ
、

も

ド
舊
：_难
0

.

手
_工
業
職
人
は 

影
5:
.
-

0

め
：
て
W

^

寒

れ

る
%

ゆ：ば

、、近
世
的
工

.

場
ビ
.
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
：
释
け
：で
あ
る
。
：
：」 

‘

種

で

、產
‘

業
的
.

自
由
ど
：ぃ

ふ

名

の

み
0

民
主
.

的
原
-

理
.

^

も
不
拘
、あ

.

る
a

は
寧
ろ
：單
«
で 

組
®

&

伴
は
な
い

#

ベ
て
の
”

自
*

$

亂
福
痄
虡

_

^

_

臟
©

#

:

こ
爸
.

_

 

て
、
 

資
本
ば
全

'

く
均
衡
を
失

:̂

て
大
.

衆
.

の
增
加

V

J

'IE

此
例
し
て

.
’

資
本
k

吸
.

收
さ

れ
、纖
て
は
，

*

も
：
 

‘

有
カ
#

:

る
«

有
#

0

带
け
集
ホ
さ
：れ
る
。
そ
し
て
、社
會
は
漸
次
明
か
に

‘

ニ
大
喈
級

^

分
裂
：

t

l

十j
ニ.
每

c

s

K

l

九，)

'
 

初湖
#:
:

蘭既社會主義

3

階敞闘
#;

說'
, 

笫十號

.

!

•



.

.

难与十
. 

一S'
、

(
.
1

'

n:r
i
;
.〇
>
 

#

^

^

爵
霞
稟

$

讓

_资齔
 

'

敗十
！！

 

3

、
 

，す
る
傾
向

'

が
あ
る
。
而
、し

.

て
、ー
.

ニ
大
階
級

v
j

は
す
べ
.

て
の
も
の

r,

成
は
殆
ん
ざ
す
ベ
て
の
も 

の
髮
Jr
.
^J
i

る
少
»

者
則

ち
.

所
有

.の

領
.域

內
汶

お：け
る
總
ゆ
る

も
の
ゝ
絕
對
的
支

« '

者
、商 

2T
.

樂
の

0

0

的
支
*

者〜

#

も
X

持
た
ず
資
本
並
に
努
働
要
具
の
所
有
者
^
絕
對
的
な 

集
.

合
，^

服
從
の
生
：活
を
營
み
、不
安
定
k

し

て

而

も

常
.

は
遞
ー
：減
す
#

貧

銀

の

た

め
k

、抱
己
の 

,
兩
腕

才
能
及
び
熟
.

練
*

Ji

ぉ

近

世

®

會

の

封
0

的
領
：主
^

,

賃
«

す
：_

の
：餘
■

な

ぎ

多
*

:

者
.

れ

^

知
る

」

。

‘：ン

.
：
.
• 

• 

.

,'.ぃ：'”！；..,..：，'.' 

.

.

.「

獨
代
ほ

ぉ

い
て
膂
靡

_

獨
占
が
少
擻
者
階

»-
の
掌
中
ほ
移
れ
ば
、や
が
て
此
階
級

^

臂
：し 

■

も

恐

怖

す

ベ

A

K
fI
L
:
:が

黑：
む

こ
ビ
：：

は
：必

定

で

あ

る

。
，…

：

.

•'果
[>

て.
、賢
明
次
：各
政
府
、聰
明
&

し

て

自

由
«.

る
ブ
ダ
：ジ
‘

ョ
ー
ア
ジ
'

ィ
及
：び
：科
.學
が
ょ
く
そ 

の
對
策
V

J

副

ず

る
乙
i

、
し

な

：け
れ
ば
、歐
.

洲

社
#

を

震

m
せ

し

.む
'

る
.

此
M

動
は
一
.

踏
11
:

#

 

.

革

命
^

趨
％
菩
人
又
歐
洲
釦
擧
げ
ズ
の
暴
動

^

逄
_

著
す
べ
含
は
火
，

.

ぢ
附
る
ょ

.

6

も
|]
)

]

か
：ぴ

あ
一
る

」

9 

. 

,

:

-
-ゾ 

'
.
'
: 

:

:
'.
:■'
;

.

コ
ゾ
シ
デ
ラ

-

V

は
階
»

卿
#
が
近
代
的
社
期

 

物
.

で
あ
る
ミ
ビ
を
認

_

し
、こ
の 

故
'

化
階
級

_

群
を
終
焉
せ
し

'
:

む
べ
3

社
#

改
良

策
，を

樹
立
せ
よ
ビ
叫
ぶ
。

を
は
フ
ウ
.リ
ヱ
の

社
畲
改

.

庚
.，*
で

ぁ
る
。
'

コ
シ

レ

デ
ー
フ
ゾ

_

の
»

t

的

認
0
 

k

あ
い
せ
、
®

R

,

乙
：の「
社

#

主
義
原
輝
ご 

1

け
る
そ
れ

は
を
の
近
代
祉
會
の

«

 

 ̂

0
^
M
.
0 
^
0
s
r 
¥
M 
f
,
る
»

k

お
 

5
.
.

て
マ
ル
ク
ス
ユ
ン
ヶ

>-

ス

の「

^

;1
:

龜
1

言」

^

あ

け

る.
用
.

語

文

章

.
，ぐ
し
あ

•

る
.

類
似
を
持
つ

p

 

ゐ
る
o

こ
の
故
化
ロ
；

\

ャ
の
無
政
府
主
義
者

'

チ
:-
'

ヱ
^

ヶ
ゾ
〒
は

^

^

^

^

ク
ス
"

JX
.

ン 
'ゲ

(

ス
の
_ 

コ
ン

シ
デ

ラ

ゾ

g

竊
^

.

.

宏
々
し

.

て
ゐ
る

0」

筆
者
ば
：後
段

^

少
^
く

こ
：0

-
g

k

»

れ
る
で
あ
ら

ぅ
0

§

1

八>
0
 

.

七
. 

. 

：：
-

ぐ
. :
‘'

初
琢
®

^

命

以
後
の
同

B

'の

歷

史

5:
社

會
學

的
^

觀
«

し
^

入
ば

,
ィ

•
、フ
一
フ.
‘

ン
F

o'
:

u

i

.

s

.

B

!

a

n

c

)

 

で
ぁ

か

。

彼

は

そ

の

「

，
卡

年

.
史

 j

 

c

ffi
i
s
t
o
i
r
e

 

d
e

 

d
i
x

 

a
r
t
s

 

I

00
OJ
O

I

I

00
4
0' 
?

は̂

00
4
1-5>
4
4

)

k

.̂
v,

て
：
、
乙 

の「

こ
ビ
を
爲

し

た
。

一
-

八
一
.

五
'

根
か
ら

-:

八
.

圈
.

©

年
ま
で
.の
佛
蘭
西
の
歴
史
を
觀
察
す
る

け 

t

,

て̂

ィ
.

-

ス
ン
は
種
：々

'

の
政
治
現
、象
を

«

念
0:
.
:

作
：用

^

も
は

(

說
明
す
る
乙

ざ

が

出
來
な 

S
.

ぬ
海

^

乙

，れ
を
.

種
.々
’

な
'

る
_

級
_

の
；#

濟
的
努
方

R

そ
の
說
明
を
求
め

.

ょ
ぅ
ミ
し
た
。

'.

例
へ 

ば
、
彦

レ
へォ
ゾ
め
■

'

の
M

0

は

ズ
ル

ジ

ョ
ァ
ジ

—

發
展
の
法
則

_

电
.
^

あ
6

$
し

た
。
而
：
し 

て
、常
時
の
歷
史
的
現
象
：の

0

胺
^

:

向
つ
:

で：考
擦
す
れ
ば
常
時
の
则
#.は
封
建
制
度
の

a

.

念ヾ
し 

.

第ニ，十
.
.ニ
卷

C
r
r
i
.
i
i
H
.
)

：初湖
#;

蘭
.

四*'
脅
生
嘗
赫
餅
圆
#
說 

笫
十
號 

五
：七



笫.
H
.

十二卷
' 

C

5

貢

)

ゾ
翦
趣
西

^

^

親
€

麗

^
^
敕
 

笫

卜

埤

五

V

フ

ダ

、ゾ

ア

'>
;

ィ
の
.

手
.

益
.

€
V;
J

環

9 :
て

P
る
0

:

で
あ
る
o

.

要
■

す

る
^

人
類
.

は
、仑
o

w

Jf
'

J!

みJ

七
' 

も
ず
る
«

物
.

の
玩
具
.

8

外
な
.』

を
い
。.

か

く

の

如

さ

が

經

濟

的

機

構

に

對

す

る

,

ィ

•
ブ

ラ

パ
 

の
ル

私

で

あ

る

^

乙

の

經

濟

的

機
#

は
何
等
の
，觀
.

念
k

:̂
‘

支
m

せ
ら
れ
ず
、^
.

た
個
人
，.の
'

力 

の
影
響
も
受
け
な
い
へ
も
の
：，で
.

あ
る
.

：が
、乙

れ
こ
.ぞ
、歷
.史
的
現
象
を
發
生
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る 

要
す
る

^

ゲ
ィ

•
r
v

ラ
ン
の
歷
史
觀
は
、歷
班
が

.

次
の
ニ
つ
の
耍
因

^

よ
つ
て
支

|«

せ
ら
る
、
せ 

s

.

^

.k

あ
る
？

(
1
)

»

濟
的
#

望
即
ち

一

階
a

の
他
の
.

階
.

級
：̂
,

對
す
る
抑

®

並
^

被
抑

1

階
a

 

の
反
ぉ
一
言

k

し
て
.%

ベ“
ば
階
«

_

#

を
發
：生
せ
し

.

め「

S:
'

も
：の
で
あ
る
。

(

二)

技

術

の
進

步

、
ご 

の
ニ
っ
で
あ
る
。

火
ィ
‘

ブ

ラ

v

は
か
ぐ
の
如
さ
見
地
か
ら
霄
時

'

の
*

史
を
a

赛
し
.た
の
で
あ

つ
仅

(

註
ニ
九

)

。

ゲ
ィ
•

ズ
ラ

ゾ

ド
よ
れ
ば
ナ
ポ
レ
ォ
シ
帝
國

_

崩
«

ど
^

ィ
讀
十
八
世
：の
1

_

_

は
ブ

\

ジ
ョ 

て
ジ
ィ
の
利
益

の

た

め
^

す
る
，：彼
：等
.

の
«

霖
で
あ
つ
た
‘

。：
而
し
，て
.
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